
多摩大学・広東財経大学の教育交流プログラム（海外アクティブラーニング）が実施 

 

本学の海外協定校である広東財経大学での教育交流プログラムが下記の通り、実施されま

した。海外（中国国内）での初のアクティブラーニングとして、高い成果を上げることが

できました。 

 

〔訪問先〕 中国・広東省広州市（広東財経大学）  

〔期 間〕 2016年 9月 11日（日）～16日（金） 

〔参加者〕 

久恒啓一副学長、樋口裕一教授、バートル准教授、学生 14名（1年生 4名、2年生 5名、

3年生 1名、4年生 4名）の計 17名 

〔目的〕 

本学と広東財経大学が合同で実施する教育交流プログラム（双方の教員による合同講義、

学生同士によるプレゼンテーション、企業見学）への参加とアクティブラーニングの一環

として現地の日系企業の見学を通じて、両大学の教員・学生同士の交流と相互理解を促進

すると共に本学学生に対し学習意欲の向上と海外留学への誘導を目的とした海外体験の機

会を提供することである。 

 

〔成果〕 

① 双方の教員による講義は、学生たちに複眼的に物事を捉える視点と学力の向上に役た

つものとなった。また、教員同士においても教育、教授法の改善や充実の観点から非常に

有益な教育交流の機会となった。 

② 企業見学を通じて、学生諸君にはグローバルな舞台でビジネスを推進する上で何が重

要なのか、企業が求める人材像とは何か、といった問題意識を持たせることができ、また

今後キャンパスライフを送るうえで注力すべき分野や目指すべき目標も明確になったので

はないかと思われる。 

③ 両大学間では、今後学生だけでなく教員同士の交流を深化することについて認識が一

致した。特記すべきは、今回の交流がきっかけで双方の参加教員をメンバーとする中国国

内の科研の共同研究がスタートしたほか、来年中国への留学を希望する学生も現れるなど、

当初の予想以上の成果を上げることができた。 

 

 

 

 

 

 



日程表 

 

《孫文記念館にて》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《広東財経大学教員と本学教員の意見交換会》  《明治アイスクリーム社工場見学》 

 

   



 《広州トヨタ自動車の工場見学》 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

《広東財経大学と多摩大学の合同発表会》 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《呉楓講師 講義「日本語同時通訳」》     《呉明宇准教授 講義「日本経済」》 

 

《樋口裕一教授 講義「発信力をつける～書く 

ことと話すこと」》 

 

 

《久恒啓一教授 講義「図で考えれば、 

世界が見える」》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

《フォックスコン（FOXCONN、 

富士康科技集団）社訪問》               《広東財経大学・多摩大学学生交流会》 

 


